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神経伝達物質放出を司るSNARE複合体からの

Ca2＋センサーシナプトタグミンの解離

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科細胞生理学研究室
鈴木孝一朗

今回我々は，神経伝達物質放出を担うCa2＋セン
サーシナプトタグミンと小胞膜融合タンパク質
SNARE複合体の結合に及ぼすCa2＋の影響を調べ
た．その結果，Ca2＋非存在下で結合しているシナプ
トタグミンと SNARE複合体はCa2＋により解離
することが明らかとなった．このことから，静止
状態の神経終末内で SNARE複合体に結合してい
るシナプトタグミンは，流入してきたCa2＋が結合
すると SNAREから解離し，膜融合を引き起こす
という新たなモデルが提唱できた．
岡山大学工学部に入学し，悪性神経膠腫に対す

るドラッグデリバリーシステム（DSS）の標的分子

について研究を行った．タンパク質の生理機能を
学ぶため，卒業後，岡山大学大学院医歯薬学総合
研究科細胞生理学研究室にて，神経伝達物質放出
に必須であるタンパク質の生理機能について研究
を行っている．

略暦
2006 年 4 月 岡山大学工学部生物機能工学科入学
2010 年 3 月 同卒業
2010 年 4 月 岡山大学大学院医歯薬学総合研究

科修士課程入学
2012 年 3 月 同修了見込

AWARD● 29


